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は
じ
め
に 

  

村
上
春
樹
の
文
学
に
は
、
処
女
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
（
「
群
像
」
一
九
七
九
年
）

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
多
種
多
様
な
音
楽
が
物
語
の
解
釈
コ
ー
ド
と

し
て
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
単
に
作
品
の
舞
台
と
な
る
時
代
の
文
化
的

な
ア
イ
コ
ン
、
あ
る
い
は
登
場
人
物
や
村
上
の
音
楽
趣
味
と
い
っ
た
も
の
以
上
の

意
味
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
村
上
は
「
文
章
を
書
く
こ
と
」
と
「
音

楽
を
演
奏
す
る
こ
と
」
は
、
「
リ
ズ
ム
の
重
要
性
、
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

楽
し
さ
、
聴
衆
と
の
あ
い
だ
に
共
振
性
を
確
立
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
と
い
う
点
に

お
い
て
「
直
結
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
お
り
、
（
１
）

そ
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
も
、
音
楽

に
負
う
と
こ
ろ
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

 

作
品
内
に
お
け
る
音
楽
と
、
そ
れ
が
物
語
に
影
響
を
及
ぼ
す
作
用
の
具
体
的
な

因
果
関
係
は
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
村
上
文

学
に
お
け
る
音
楽
の
特
徴
と
し
て
は
、「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
と
す
る
主
人

公
に
、
外
部
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
う
な
が
す
。
喪
失
感
に
傷
つ
く
心
を
う
る
お

し
、
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
一
歩
を
ふ
み
出
さ
せ
る
存
在
」
で
あ
る
と
概
括
す
る
太

田
鈴
子
氏
の
指
摘
ほ
（
２
）

か
、
「
き
わ
め
て
個
人
的
な
儀
式
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
触

媒
」
（
３
）

、
「
異
界
へ
の
前
触
れ
を
示
す
も
の
」
（
４
）

、
「
非
在
の
他
者
を
呼
び
出
す
パ
ス
ワ

ー
ド
」
（
５
）

、
「
記
憶
の
再
生
力
」
（
６
）

と
い
っ
た
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
村
上
の
代
表
作
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
（
講
談
社
、

一
九
八
七
年
）
も
ま
た
、
音
楽
が
重
要
な
鍵
と
な
る
作
品
で
あ
る
。
本
作
品
で
は
、

な
に
よ
り
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
は
看
過
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
他
、
今
井

清
人
氏
は
、
「
実
際
に
「
僕
」
（
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
―
―
引
用
者
注
）
が
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
に
の
せ
る
」
二
つ
の
ア
ル
バ
ム
―
―
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
『
カ
イ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ブ
ル
ー
』
と
、
ビ
ル
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
『
ワ
ル
ツ
・
フ
ォ
ー
・
デ
ビ
ー
』
が
、

〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
と
〈
直
子
〉
の
人
物
像
と
重
ね
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
（
７
）

佐

久
間
由
梨
氏
は
、
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
黒
人
解
放
闘
争
と
結
び
つ
け
て
」
受
容
さ
れ
て

い
た
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
に
関
す
る
作
中
の
記
述
に
注
目
し
、
「
学
生
運
動
の

さ
な
か
に
、
ジ
ャ
ズ
と
い
う
異
文
化
を
日
本
人
が
受
容
す
る
際
の
倫
理
性
に
つ
い

て
問
題
提
起
す
る
作
品
と
し
て
、
さ
ら
に
音
楽
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
付
け
ら

れ
る
過
程
で
、
そ
の
音
楽
的
深
み
が
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
な
か
ば
悲
劇
的

に
描
く
作
品
」
と
い
う
解
釈
を
（
８
）

提
示
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
作
中
の
様
々
な
音
楽
に
注
目
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
』
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
物
語
に
流
れ
る
音
楽
の
登
場
の
仕
方
に
注
目
し
て
み
る

と
、
本
作
品
に
は
、
村
上
の
他
作
品
と
比
し
て
特
筆
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

物
語
に
深
く
関
わ
る
音
楽
が
、
登
場
人
物
た
ち
自
身
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論

― 

反リ
プ
リ
ー
ズ復す
る
物
語
と
音
楽 

―

阿　

部　

翔　

太
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
注
目
し
た
い
の
は
、
物
語
の
男
主
人
公
た
る
〈
ワ
タ

ナ
ベ
〉
も
ま
た
、
物
語
の
後
半
に
至
っ
て
音
楽
を
奏
で
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
作
家

川
上
未
映
子
が
村
上
と
の
対
談
に

（
９
）

お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
村
上
文
学
に

お
け
る
音
楽
は
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
結
び
付
き
が
強
い
。
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』
で
は
、
〈
レ
イ
コ
〉
や
〈
緑
〉
と
い
っ
た
主
要
人
物
が
音
楽
を
奏
で
て
い
る
。

こ
う
し
た
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
、
「m

edium

（
巫
女
）
的
な
」
存
在
と
し
て

「
主
人
公
を
し
ば
し
ば
「
普
通
で
は
な
い
場
所
」
に
導
い
て
」
い
く
こ

（
１
０
）

と
の
多
い
村

上
文
学
の
特
徴
か
ら
し
て
、
男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
音
楽
を

奏
で
る
こ
と
と
物
語
の
関
係
性
は
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

以
上
の
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
い
て
登
場

人
物
た
ち
自
身
が
演
奏
す
る
い
く
つ
か
の
音
楽
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
は
作
品
タ
イ
ト
ル
と
作
品
構
造
に
注

目
し
、
本
作
品
と
音
楽
の
深
い
関
係
性
を
明
示
し
た
う
え
で
、
論
の
後
半
で
は
、〈
ワ

タ
ナ
ベ
〉
が
ギ
タ
ー
で
演
奏
す
る
、
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・

ル
ー
フ
』
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
本
作
品
に
お
け
る
音
楽
の
在
り
様
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。 

 

一
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー 

  

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
い
て
ま
ず
重
要
な
音
楽
は
、
作
品
タ
イ
ト
ル
に
採
ら

れ
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
楽
曲
『N

orw
egian W

ood

』
（
以
下
『
Ｎ
Ｗ
』
と
略
記
）
で
あ

ろ
う
。
物
語
冒
頭
、
三
七
歳
の
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
飛
行
機
の
中
で
流
れ
る
「
ど
こ

か
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
甘
く
演
奏
す
る
」
『
Ｎ
Ｗ
』
を
耳
に
し
、
激
し
い
混
乱
と
と

も
に
一
八
年
前
（
一
九
六
九
年
）
の
、
〈
直
子
〉
と
の
記
憶
を
想
起
し
手
記
を
綴
り

始
め
る
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
、
『
Ｎ
Ｗ
』
が
、
当
時
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
恋
を
し
て
い

た
〈
直
子
〉
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。 

 

 

「
こ
の
曲
を
聴
く
と
私
と
き
ど
き
す
ご
く
哀
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
。
ど
う

し
て
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
自
分
が
深
い
森
の
中
で
迷
っ
て
い
る
よ
う
な

気
に
な
る
の
」
と
直
子
は
い
っ
た
。 

「
一
人
ぼ
っ
ち
で
寒
く
て
、
そ
し
て
暗
く
っ
て
、
誰
も
助
け
に
来
て
く
れ
な
く

て
。
だ
か
ら
私
が
リ
ク
エ
ス
ト
し
な
い
限
り
、
彼
女
は
こ
の
曲
を
弾
か
な
い
の
」 

《
上
・
第
六
章
・
一
九
六
頁
》 

  

こ
の
よ
う
に
、
『
Ｎ
Ｗ
』
は
〈
直
子
〉
の
孤
独
な
心
を
表
象
す
る
音
楽
で
あ
り
、

物
語
を
起
動
さ
せ
る
重
要
な
曲
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
関
連
で
い
え
ば
、
物
語
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
つ
い
て
村
上
は

「
最
後
の
シ
ー
ン
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
好
き
な
人
な
ら
わ
か
る
と
思
う
け
れ
ど
、『
エ

リ
ナ
・
リ
グ
ビ
ー
』
と
『
ノ
ー
ホ
エ
ア
・
マ
ン
』
で
す
ね
。
」

（
１
１
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
二
曲
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
と
〈
レ
イ
コ
〉
に
よ
る
〈
直
子
〉
の
葬
式
の
場
面
に
お

い
て
〈
レ
イ
コ
〉
が
演
奏
す
る
曲
で
あ
り
、
『
エ
リ
ナ
・
リ
グ
ビ
ー
』
の
「A

ll the 

lonely people / W
here do they all com

e from
? / A

ll the lonely people / W
here 

do they all belong?

」
、
そ
し
て
『
ノ
ー
ホ
エ
ア
・
マ
ン
』
の
「N

ow
here m

an

」
の

リ
フ
レ
イ
ン
は
、「
僕
は
ど
こ
で
も
な
い
場
所
の
ま
ん
中
か
ら
緑
を
呼
び
つ
づ
け
て

い
た
。
」
と
い
う
最
後
の
一
文
へ
と
反
響
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』
の
物
語
の
底
流
に
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
１
２
） 

 

と
こ
ろ
で
、
村
上
は
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
執
筆
当
初
、
も
と
も
と
作
品
タ
イ
ト

ル
を
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ

− 2 −
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（
10
）

（
11
）

（
12
）



 

ッ
シ
ー
の
ピ
ア
ノ
曲
集
『
版
画 Estanpes

』
の
第
三
曲
「
雨
の
庭 Jardins sous 

pluie
」
（
「
雨
の
中
の
庭
」
）
と
し
て
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
雨
の
庭
」
で
は
、
そ
の
主
題
に
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
童

謡
―
―「
ね
ん
ね
よ
、
坊
や D

ondo l’enfant do

」
と
「
も
う
森
に
は
行
か
な
い N

ous 

n’irons plus au bois
」
の
旋
律
が
引
用
さ
れ
、

（
１
３
）

分
散
和
音
の
多
用
に
よ
り
、
ま
る
で

「
ア
ル
ペ
ジ
オ
が
滝
と
な
っ
て
深
淵
へ
落
ち
込
ん
で
い
く
」

（
１
４
）

か
の
よ
う
な
譜
面
か

ら
鳴
り
響
く
音
楽
は
、
雨
の
情
景
を
繊
細
に
表
現
し
て
い
る
。 

 

村
上
が
当
初
、「
雨
の
庭
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
、
作
中
、

印
象
的
な
「
雨
」
の
日
の
場
面
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
た
と
え
ば
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
と
〈
直
子
〉
が
初
め
て
体
を
重
ね
た
〈
直
子
〉
の

誕
生
日
や
、
〈
緑
〉
の
父
親
が
亡
く
な
っ
た
日
、
そ
し
て
〈
直
子
〉
の
姉
が
自
殺
し

た
日
に
も
雨
が
降
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
死
」
と
関
連
す
る
場
面
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
一
方
で
、
「
雨
」
が
持
つ
「
豊
饒
」
や
「
神
の
恩
寵
」
、
「
幸
運
」
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

（
１
５
）

象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
と
〈
緑
〉
が
日

本
橋
の
高
島
屋
の
屋
上
で
抱
き
し
め
合
い
、
決
定
的
な
関
係
に
な
る
日
に
も
雨
が

降
っ
て
い
る
（
「
も
し
も
う
一
回
今
日
を
や
り
な
お
せ
る
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
同

じ
こ
と
を
す
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
。
や
は
り
雨
の
屋
上
で
緑
を
し
っ
か
り

抱
き
、
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
、
彼
女
の
ベ
ッ
ド
の
中
で
指
で
射
精
に
導
か
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
」
《
下
・
第
十
章
・
二
一
二
頁
》
）
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
物
語
冒

頭
に
お
い
て
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
ド
イ
ツ
に
降
り
立
っ
た
時
の
天
候
は
「
雨
」
で
あ
り
、

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
「
雨
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
覆
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
両
義
的
な
「
雨
」
の
場
面
が
反
復
し
て
描
か
れ
る
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』
に
は
、
村
上
が
当
初
想
定
し
て
い
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
音
楽
の
残
響
が
、

た
し
か
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

で
は
な
ぜ
、
村
上
は
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
村

上
は
、
執
筆
当
初
「
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
て
綺
麗
で
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
な
小
説
」
を
想

定
し
て
い
た
が
、
予
定
よ
り
も
長
く
な
り
「
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
」
と
は
言
え
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
周
囲
か
ら
「
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
が

（
１
６
）

、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

の
二
年
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）
と
の
連
続
性
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
さ
れ
る
。
《
世
界
の
終
り
》
パ
ー
ト
に
お
い
て
、
手
風
琴
を
見
つ
け
唄
を
思
い

出
し
た
〈
僕
〉
が
、
〈
図
書
館
の
少
女
〉
と
と
も
に
「
森、
」
へ
向
か
う
と
い
う
結
末

は
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
に
お
い
て
、
〈
僕
〉
が
、
恋
を
し
た
〈
図
書
館
の
少
女
〉
と
と
も
に
楽
器

（
音
楽
）
を
携
え
、
喜
び
や
愛
、
憎
し
み
や
悲
し
み
と
い
っ
た
様
々
な
感
情
―
―「
心
」

を
も
っ
た
人
々
が
暮
ら
す
「
森、
」
へ
向
か
っ
た
後
の
物
語
こ
そ
が
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森、
』
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 

二
、
〈
レ
イ
コ
〉
の
音
楽
―
―
「
フ
ー
ガ
」 

  

以
上
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
タ
イ
ト
ル
を
め
ぐ
る
音
楽
と
本
作
品
と
の
関
わ

り
を
見
て
き
た
。
次
い
で
、
実
際
に
作
中
の
登
場
人
物
が
演
奏
す
る
音
楽
、
こ
こ
で

は
〈
レ
イ
コ
〉
の
「
フ
ー
ガ
」
に
焦
点
を
当
て
、
作
品
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
。 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
い
て
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
の
存

在
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
が
、
作
中
最
も
多
く
登
場
す
る
音
楽
が
、
〈
レ
イ
コ
〉
の

演
奏
す
る
バ
ッ
ハ
の
「
フ
ー
ガ
」
で
あ
る
点
は
、
本
作
品
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
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（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）



 

う
え
で
看
過
で
き
な
い
。〈
レ
イ
コ
〉
が
物
語
全
体
を
通
し
て
何
度
も
演
奏
す
る
「
フ

ー
ガ
」
は
、
物
語
に
お
い
て
〈
レ
イ
コ
〉
が
初
め
て
演
奏
す
る
曲
で
あ
り
、
か
つ
、

〈
直
子
〉
の
葬
式
に
お
い
て
最
後
に
演
奏
す
る
曲
で
も
あ
る
。 

 

一
般
に
「
フ
ー
ガ
」
と
は
、
「
ひ
と
つ
の
主
題
（
と
き
に
は
2
つ
あ
る
い
は
3
つ

の
主
題
、
こ
の
場
合
に
は
二
重
フ
ー
ガ
あ
る
い
は
三
重
フ
ー
ガ
と
呼
ぶ
）
が
、
各
声

部
あ
る
い
は
各
楽
器
に
定
期
的
な
規
律
的
な
模
倣
反
復
を
行
い
つ
つ
、
特
定
な
調

的
法
則
を
守
っ
て
成
る
楽
曲
」

（
１
７
）

を
指
す
。
日
本
近
代
文
学
史
を
紐
解
け
ば
、
こ
の

「
フ
ー
ガ
」
の
形
式
が
小
説
の
構
造
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
堀
辰
雄

『
美
し
い
村
』
（
野
田
書
房
、
一
九
三
四
年
）
が
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
が
、
『
ノ
ル

ウ
ェ
イ
の
森
』
も
ま
た
、
「
「
移
調
さ
れ
た
同
形
」
の
パ
タ
ー
ン
（
場
面
）
が
実
に

多
様
に
反
復
」
さ
れ
た
「
「
フ
ー
ガ
」
の
形
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
」
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
１
８
） 

 

で
は
果
た
し
て
、
い
か
な
る
「
主
題
」
や
「
場
面
」
が
反
復
し
て
描
か
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。 

 

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
は
、
な
に
よ
り
「
死
」
と
い
う
主
題
が
模
倣
反
復
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
〈
キ
ズ
キ
〉
、
〈
ハ
ツ
ミ
〉
、
〈
緑
の
父
〉
、
〈
直
子
の
姉
〉
、

そ
し
て
〈
直
子
〉
。
翻
っ
て
そ
れ
は
、
「
生
」
と
い
う
主
題
の
反
復
で
も
あ
る
こ
と

に
思
い
至
る
な
ら
ば
（
「
死
は
生
の
対
極
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
と
し
て
存

在
し
て
い
る
。
」
《
上
・
第
三
章
・
四
六
頁
》
）
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
「
カ

ジ
ュ
ア
ル
テ
ィ
ー
ズ
」
と
「
そ
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
テ
ィ
ー
ズ
の
後
に
残
っ
て
存
続
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
々
」
が
「
孤
独
に
戦
い
、
傷
つ
き
、
失
わ
れ
、
失
い
、

そ
し
て
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
、
、
、
、
、
、
生
き
延
び
て
い
く
」
物
語
で

（
１
９
）

あ
る
こ
と
を
、
〈
レ
イ
コ
〉

の
演
奏
す
る
「
フ
ー
ガ
」
は
主
題
レ
ベ
ル
で
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
主
題
の
反
復
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
出
来
事
の
反
復
で

も
あ
る
。
反
復
の
モ
チ
ー
フ
は
、
作
中
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
東
京
と
阿
美
寮
の
往
来
や
手
紙
の
遣
り
取
り
、
〈
永
沢
〉
と

の
「
ガ
ー
ル
・
ハ
ン
ト
」
、
先
述
し
た
「
雨
」
の
日
の
場
面
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ

う
に
、
作
中
、
数
度
描
か
れ
る
「
屋
上
の
場
面
」
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。 

 

さ
ら
に
、
物
語
冒
頭
、
三
七
歳
の
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
「
も
っ
と
昔
、
僕
が
ま
だ
若

く
、
そ
の
記
憶
が
ず
っ
と
鮮
明
だ
っ
た
こ
ろ
、
僕
は
直
子
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う

と
試
み
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。
で
も
そ
の
と
き
は
一
行
た
り
と
も
書
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
《
上
・
第
一
章
・
一
八
頁
》
と
語
る
よ
う
に
、
本
作
品
に
お
け
る

反
復
性
は
、
物
語
内
容
の
み
な
ら
ず
メ
タ
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
〈
直

子
〉
の
自
殺
か
ら
、
一
八
年
後
の
現
在
時
に
至
る
ま
で
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
幾
度
と

な
く
〈
直
子
〉
の
記
憶
を
反
芻
し
て
は
、
文
章
に
起
こ
す
こ
と
を
断
念
し
続
け
て
い

た
。
記
憶
の
想
起
と
断
念
と
い
う
堂
々
巡
り
の
反
復
性
の
中
で
、
〈
直
子
〉
に
関
す

る
記
憶
は
「
刻
一
刻
と
薄
ら
い
で
い
く
」
。
そ
れ
で
も
、
「
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
ほ
し
い
の
。
」
と
訴
え
か
け
て
き
た
〈
直
子
〉
と
の
約
束
を
守
る
た
め
「
骨
で
も

し
ゃ
ぶ
る
よ
う
な
気
持
で
」
書
き
始
め
ら
れ
た
物
語
は
、
そ
の
よ
う
に
反
復
し
想
起

さ
れ
た
記
憶
の
中
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
こ
れ
か
ら

も
〈
直
子
〉
の
記
憶
を
幾
度
と
な
く
反
芻
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
「
フ
ー
ガ
」
の
形
式
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
村
上
文
学
の
特
徴
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
「
神
話
的

構
造
」
と
も
関
わ
り
が
深
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
音
楽
と
神
話
に
相
同
性

を
見
出
す
構
造
主
義
の
泰
斗
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
る
一
連
の
神
話
分
析

で
あ
る
。「
人
間
の
生
み
出
し
た
も
の
で
神
話
の
本
質
に
つ
い
て
も
っ
と
も
参
考
に

な
る
の
は
音
楽
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
」

（
２
０
）

と
宣
言
す
る
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス

は
、
神
話
と
音
楽
に
二
つ
の
結
び
付
き
―
―
「
類
似
関
係
」
と
「
隣
接
関
係
」
―
―
を
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（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）



 

認
め
、

（
２
１
）

一
八
世
紀
に
生
み
出
さ
れ
た
「
フ
ー
ガ
」
の
形
式
が
、
神
話
の
形
式
を
引
き

継
い
だ
と
語
っ
て
い
る
。

（
２
２
） 

 

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
よ
ろ
し
く
「
死
」

の
世
界
（
阿
美
寮
）
か
ら
〈
直
子
〉
を
奪
還
せ
ん
と
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、

（
２
３
）

こ
う
し
た
神
話
的
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
フ
ー
ガ
」
の
形

式
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
冥
府
下
り
の
物
語
は
、
竪
琴
の
名
手
で
あ
る
オ
ル
フ
ェ

ウ
ス
が
、
そ
の
演
奏
に
よ
っ
て
冥
界
の
王
ハ
ー
デ
ー
ス
の
心
を
動
か
し
た
こ
と
で
、

死
ん
だ
妻
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
を
冥
界
か
ら
地
上
へ
連
れ
戻
そ
う
と
し
て
失
敗
す

る
物
語
で

（
２
４
）

あ
り
、
内
容
面
に
お
い
て
音
楽
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
点
で
類
似
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
音
楽
に
よ
っ
て
愛
す
る
人
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
オ
ル
フ
ェ

ウ
ス
的
設
定
は
、
物
語
の
後
半
に
お
い
て
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
始
め
る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉

に
も
重
ね
て
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

三
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
音
楽
―
―
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』 

  

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
け
る
音
楽
に
注
目
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
雨
」
の
場
面
や
反
復
の
モ
チ
ー
フ
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
し

て
こ
れ
ら
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
演
奏
し
始
め
る
音
楽
と
非
常
に
関
わ
り
が
深
い
。

そ
こ
で
本
節
以
降
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
演
奏
す
る
曲
に
焦
点
を
当
て
、
物
語
の
展
開

を
追
っ
て
い
き
た
い
。 

 

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
阿
美
寮
で
〈
レ
イ
コ
〉
と
初
め
て
会

っ
た
際
に
交
わ
し
た
、
以
下
の
何
気
な
い
会
話
で
あ
る
。 

 

「
あ
な
た
楽
器
っ
て
少
な
く
と
も
こ
の
何
年
か
い
じ
っ
た
こ
と
な
い
で
し
ょ

う
？
」
と
彼
女
は
ま
ず
最
初
に
い
っ
た
。 

 

「
え
え
」
と
僕
は
び
っ
く
り
し
て
答
え
た
。 

 

「
手
を
見
る
と
わ
か
る
の
よ
」
と
彼
女
は
笑
っ
て
言
っ
た
。 

 
 
 

（
中
略
） 

 

「
楽
器
何
か
で
き
る
？
」 

 

「
い
や
、
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
僕
は
答
え
た
。 

 

「
そ
れ
は
残
念
ね
え
、
何
か
で
き
る
と
楽
し
か
っ
た
の
に
」 

そ
う
で
す
ね
、
と
僕
は
言
っ
た
。
ど
う
し
て
楽
器
の
話
ば
か
り
出
て
く
る
の
か

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

《
上
・
第
五
章
・
一
七
一
頁
》 

  

「
ど
う
し
て
楽
器
の
話
ば
か
り
出
て
く
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
は
、
最
後
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
〈
レ
イ
コ
〉
が
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
を
趣
味
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

れ
ば
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
も
な
に
か
楽
器
が
で
き
れ
ば
一
緒
に
演
奏
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
単
純
な
意
味
と
し
て
受
け
流
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
こ
で
の
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
発
言
が
、
物
語
に
お
い
て
重
要
な
布
石
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
「
楽
器
」
が
で
き
な

い
と
〈
レ
イ
コ
〉
に
語
っ
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
物
語
の
後
半
に
至
っ
て
ギ
タ
ー
を

演
奏
し
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。 

  
 

た
い
し
た
ギ
タ
ー
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
一
応
正
確
な
音
は
出
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
ギ
タ
ー
を
手
に
し
た
の
な
ん
て
高
校
以
来
だ
っ
た
。
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い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
「
楽
器
」
が
で
き
な

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）



 

僕
は
縁
側
に
座
っ
て
、
昔
練
習
し
た
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
の
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・

ル
ー
フ
』
を
思
い
だ
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
弾
い
て
み
た
。
不
思
議
に
ま
だ
ち
ゃ

ん
と
大
体
の
コ
ー
ド
を
覚
え
て
い
た
。 

《
下
・
第
十
章
・
一
七
二
頁
》 

  

右
記
の
引
用
は
、
物
語
の
後
半
（
〈
直
子
〉
が
自
殺
を
す
る
お
よ
そ
五
ヶ
月
前
）
、

退
寮
し
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
、
下
宿
先
の
庭
掃
除
を
し
た
お
礼
に
家
主
か
ら
借
り
た

ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る
場
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
本
来
、
音
楽
を

奏
で
る
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

で
は
な
ぜ
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
高
校
時
代
弾
い
て
い
た
ギ
タ
ー
を
や
め
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
は
、
高
校
時
代
、
「
唯
一
の
友
人
で
あ
っ
た
」
〈
キ
ズ
キ
〉
の
死
が
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
〈
キ
ズ
キ
〉
の
死
後
、
地
元
を
離
れ
東
京
の
大
学

に
進
学
し
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
深
刻
に
考
え
す
ぎ
」
ず
、
「
あ

ら
ゆ
る
物
事
と
自
分
の
あ
い
だ
に
し
か
る
べ
き
距
離
を
置
く
」
生
活
を
始
め
る
。
同

じ
寮
に
住
む
〈
突
撃
隊
〉
や
〈
永
沢
〉
の
限
定
的
な
交
流
は
あ
る
も
の
の
、
「
一
人

で
旅
行
を
し
て
、
一
人
で
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
授
業
の
と
き
は
ひ
と
り
だ
け
ぽ
つ
ん

と
離
れ
て
座
っ
て
い
る
」
「
孤
独
」
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。 

 

し
か
し
、
東
京
で
偶
然
再
会
し
た
〈
直
子
〉
と
、
大
学
で
出
会
い
仲
を
深
め
て
い

っ
た
〈
緑
〉
、
こ
の
二
人
の
女
性
の
間
で
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
煩
悶
す
る
。
そ
う
し
た

生
活
を
送
る
な
か
で
、
〈
直
子
〉
と
と
も
に
暮
ら
す
た
め
に
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
退
寮

し
、
下
宿
先
で
ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
と
〈
ワ
タ

ナ
ベ
〉
を
重
ね
て
み
れ
ば
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
始
め
た
の
は
〈
直

子
〉
を
求
め
て
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
〈
直
子
〉
の
自

殺
に
よ
っ
て
彼
女
を
失
っ
て
し
ま
う
点
も
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

妻
エ
ウ
リ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
を
失
っ
た
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
が
そ
の
後
、
女
性
と
の
関
係
を

絶
っ
た
の
に
対
し
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
音
楽
は
も
う
一
人
の
人
物
―
―
〈
緑
〉
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
演
奏
す
る
曲
「
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・

ザ
・
ル
ー
フ
」
で
あ
る
。
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』
は
、
一
九
五
三
年
に

結
成
さ
れ
た
リ
ズ
ム
・
ア
ン
ド
・
ブ
ル
ー
ス
（
Ｒ
＆
Ｂ
）
の
名
門
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー

プ
、
ザ
・
ド
リ
フ
タ
ー
ズ
が
、
一
九
六
二
年
に
発
表
し
た
曲
で
あ
り
、
リ
リ
ー
ス
後

「
全
米
5
位
に
上
が
る
ヒ
ッ
ト
」
曲
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
５
）

そ
の
歌
詞
の
一
部
を
以
下

に
引
用
す
る
。

（
２
６
） 

  
 

W
hen this old w

orld starts getting m
e dow

n  

 
 

A
nd people are just too m

uch for m
e too face 

 
 

I clim
b w

ay up to the top of the stairs 

 
 

A
nd all m

y cares just drift right into space 

 
 

O
n the roof, it’s peaceful as can be 

 
 

A
nd there the w

orld below
 can’t bother m

e 

 
 

Let m
e tell you now

 

（
中
略
） 

 
 

R
ight sm

ack dab in the m
iddle of tow

n 

 
 

I’ve found a paradise that’s trouble proof

（up on the roof

） 

 
 

A
nd if this w

orld starts getting you dow
n 

 
 

There’s room
 enough for tw

o 

 
 

U
p on the roof

（up on the roof

） 
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〈
突
撃
隊
〉
や
〈
永
沢
〉
と
の

『

『（
26
）

（
25
）



 

 
 

U
p on the roof

（up on the roof

） 

 
 

O
h, com

e on baby

（up on the roof

） 

 
 

O
h, com

e on baby

（up on the roof

） 

 
 

Everything is all right

（up on the roof

） 

  

鬱
屈
と
し
た
世
界
を
抜
け
出
し
て
、
平
和
で
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
よ
う
に
素
晴
ら
し

い
こ
の
屋
上
へ
お
い
で
よ
（up on the roof

）
と
語
り
か
け
る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
歌

詞
で
あ
り
、
た
し
か
に
〈
直
子
〉
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
を
決
意
し
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉

の
心
境
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
果
た
し
て
こ
の
時
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
演
奏
し
た
音
楽
は
、
〈
直
子
〉
へ

向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
屋
根
の
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
、
ま
ず
な
に
よ

り
、
〈
緑
〉
の
家
の
屋
上
か
ら
近
所
で
起
き
た
火
事
見
物
を
す
る
場
面
が
想
起
さ
れ

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
奏
で
た
音
楽
は
、
〈
緑
〉
と
呼
応
し

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  
 
 

四
、
反
復

リ
プ
リ
ー
ズ

す
る
屋
上
の
場
面 

  

〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
初
め
て
〈
緑
〉
の
家
を
訪
れ
た
際
に
、
近
所
で
起
き
た
火
事
見

物
を
す
る
屋
上
の
場
面
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。 

 

「
昔
フ
ォ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
や
っ
て
た
の
」
と
い
う
〈
緑
〉
は
、
ギ
タ
ー
を
演
奏

し
、
「
知
っ
て
い
る
唄
を
ひ
と
と
お
り
唄
っ
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
自
分
で
作
詞
・

作
曲
し
た
」
『
何
も
な
い
』
と
い
う
「
不
思
議
な
唄
」
を
唄
い
、
そ
の
後
二
人
は
初

め
て
口
づ
け
を
交
わ
す
。
こ
こ
で
〈
緑
〉
が
唄
う
『
何
も
な
い
』
と
い
う
唄
は
、
一

九
五
九
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
フ
ォ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・
フ
ォ
ア
が
カ

バ
ー
し
て
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
っ
た
『
七
つ
の
水
仙
』
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
〈
緑
〉
の
家
を
訪
れ
る
際
に
水
仙
の
花
を
持
参
し
て
い
る

が
、
こ
れ
を
み
た
〈
緑
〉
が
「
私
、
水
仙
っ
て
大
好
き
よ
」
、
「
昔
ね
高
校
の
文
化

祭
で
『
七
つ
の
水
仙
』
唄
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
よ
。
」
《
上
・
第
四
章
・
一
二
四
頁
》

と
語
っ
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
『
七
つ
の
水
仙
』
は
、
「
私
は
邸
宅
も
土

地
も
、
お
金
も
持
っ
て
い
な
い
」
け
れ
ど
、
「
あ
な
た
に
広
い
丘
の
朝
を
見
せ
て
あ

げ
ら
れ
る
、
そ
し
て
キ
ス
を
し
て
7
つ
の
水
仙
を
あ
げ
る
」
と
い
う
歌
詞
の
ラ
ブ
・

ソ
ン
グ
で
あ
り
、
「
な
い
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
〈
緑
〉
は
借
用
し
て
『
何
も
な
い
』

と
い
う
唄
を
作
り
上
げ
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
へ
の
好
意
を
示
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
２
８
）

の
ち
に

〈
緑
〉
が
こ
の
日
を
振
り
返
っ
て
、
「
こ
れ
が
生
ま
れ
て
最
初
の
男
の
子
と
の
キ
ス

だ
っ
た
と
し
た
ら
何
て
素
敵
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
も
し
私
が
人
生
の
順
番
を
組
み

か
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
あ
れ
を
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ス
に
す
る
わ
ね
、
絶

対
。
」
《
下
・
第
七
章
・
四
一
頁
》
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
面
は
、
そ
の

後
惹
か
れ
合
っ
て
い
く
二
人
の
関
係
を
暗
示
す
る
重
要
な
場
面
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
こ
の
時
の
〈
緑
〉
と
の
口
づ
け
は
「
何
処
に
行
く
あ
て
も
な
い
口
づ
け
」

で
あ
り
、
『
何
も
な
い
』
と
い
う
唄
に
関
し
て
も
「
歌
詞
も
ひ
ど
い
し
、
曲
も
ひ
ど

か
っ
た
」
と
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
感
じ
て
お
り
、
こ
の
日
の
出
来
事
は
「
初
秋
の
午
後

の
束
の
間
の
魔
力
」
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
し
て
慎
重
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
に
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
を
め
ぐ
る
一
九
六
〇
年
代
末

の
音
楽
状
況
を
重
ね
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
戦
後
日
本
に
お
け
る
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
の
受
容
を
、
同
時
代
資
料
を
も
と
に
丹
念
に
辿
っ
た
三
井
徹
『
戦
後
洋

楽
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
史 1945-1975

 

資
料
が
語
る
受
容
熱
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
一
八
年
六
月
）
に
よ
れ
ば
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
に
代
表
さ
れ

− 6 −− 7 −

村上春樹『ノルウェイの森』論

で
あ
り
、『
何
も
な
い
』
と
い
う
唄
に
関
し
て
も
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
「
歌
詞
も
ひ
ど
い

し
、
曲
も
ひ
ど
か
っ
た
」
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
日
の
出
来
事
は
「
初
秋
の
午
後

（
28
）

（
27
）



 

る
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
・
サ
ウ
ン
ド
の
熱
狂
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
り
、
か
わ
り

に
台
頭
し
始
め
て
い
た
の
が
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
元
来
、
民
謡
や
民
族

音
楽
を
指
す
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
は
、
六
〇
年
代
に
至
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
公
民

権
運
動
を
背
景
に
、
戦
争
反
対
や
人
種
差
別
反
対
、
政
府
批
判
を
謳
う
プ
ロ
テ
ス
ト

・
ソ
ン
グ
と
し
て
、
と
く
に
イ
ン
テ
リ
学
生
層
に
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

（
２
９
）

一

方
、
こ
う
し
た
流
行
に
対
し
て
は
、
「
ラ
ヴ
・
ソ
ン
グ
や
宗
教
歌
と
な
ら
べ
て
〝
プ

ロ
テ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
〟
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
置
い
た
と
し
て
も
、
間
違
っ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
な
ん
と
な
く
置
き
ご
こ
ち
が
悪
い
。
や
は
り
こ
う

い
う
新
し
い
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
を
、
本
当
に
伝
統
的
な
も
の
と
同
列
に
置
く
こ
と

に
は
不
自
然
さ
が
あ
る
」

（
３
０
）

と
危
惧
す
る
声
も
あ
り
、
商
業
的
に
も
て
は
や
さ
れ
た

き
ら
い
の
あ
る
プ
ロ
テ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
に
は
批
判
的

な
見
方
も
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
か
ら
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
へ
と
い
う
流
れ
は
、
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
音
楽
に
重
ね
ら
れ
る
〈
直
子
〉
か
ら
、
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た

〈
緑
〉
へ
と
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
愛
情
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
重
ね
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
「
演
劇
史
Ⅱ
」
の
講
義
を
中
断
し
て
大
学
批
判
演
説
を
始
め
た

学
生
に
対
し
て
嫌
悪
感
を
表
す
場
面
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は

学
生
運
動
に
対
し
て
距
離
を
置
い
て
お
り
、
当
時
プ
ロ
テ
ス
ト
・
ソ
ン
グ
と
し
て
も

て
は
や
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
、
出
会
っ
て
間
も
な
い
ば
か
り

の
〈
緑
〉
に
対
し
て
少
な
か
ら
ず
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
の
ち
に
〈
緑
〉
か
ら
、
大
学
入
学
後
に
入
っ
た
「
フ
ォ
ー
ク
関
係
の
ク
ラ
ブ
」

が
「
イ
ン
チ
キ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
「
私
は
愛
情
し
か
信
じ
な
い
わ
」

と
語
り
か
け
ら
れ
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
次
第
に
〈
緑
〉
と
の
絆
を
深
め
て
い
く
の

で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
〈
直
子
〉
と
と
も
に
暮
ら
す
た
め
退
寮
し
引
っ
越
し
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉

は
、
下
宿
先
で
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』
を
演
奏
し
始
め
る
。
し
か
し
、

〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
奏
で
る
音
楽
は
、
〈
直
子
〉
で
は
な
く
、
〈
緑
〉
と
の
関
係
が
決

定
的
に
な
る
雨
の
屋
上
の
場
面

、
、
、
、
、
、
、
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

引
っ
越
し
後
、
〈
レ
イ
コ
〉
か
ら
〈
直
子
〉
の
病
状
が
悪
化
し
た
と
い
う
手
紙
を

受
け
取
り
、
「
楽
観
的
観
測
が
一
瞬
に
し
て
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
」

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
〈
緑
〉
に
も
口
を
き
い
て
も
ら
え
ず
、

「
と
て
も
辛
く
て
淋
し
い
四
月
と
五
月
」
を
送
る
。
そ
の
後
、
仲
直
り
し
た
〈
ワ
タ

ナ
ベ
〉
と
〈
緑
〉
は
、
日
本
橋
の
高
島
屋
の
屋
上
で
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
抱
き

合
い
口
づ
け
を
交
わ
す
。
そ
し
て
、
〈
緑
〉
と
別
れ
た
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
帰
り
の

道
中
、
「
僕
は
緑
を
愛
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
た
ぶ
ん
そ
の
こ
と
は
も
っ
と
前
に
わ

か
っ
て
い
た
は
ず
な
の
だ
。
僕
は
た
だ
そ
の
結
論
を
長
い
あ
い
だ
回
避
し
つ
づ
け

て
い
た
だ
け
な
の
だ
」
《
下
・
第
十
章
・
二
一
二
頁
》
と
語
り
、
〈
レ
イ
コ
〉
へ
の

手
紙
の
中
で
「
僕
は
直
子
を
愛
し
て
き
た
し
、
今
で
も
や
は
り
同
じ
よ
う
に
愛
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
僕
と
緑
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
も
の
は
何
か
し
ら
決
定
的
な
も

の
な
の
で
す
。
」
《
下
・
第
十
章
・
二
一
三
頁
》
と
綴
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
ワ

タ
ナ
ベ
〉
が
「
緑
を
愛
し
て
い
た
」
こ
と
を
潜
在
的
に
で
は
あ
れ
「
わ
か
っ
て
い
た
」

の
は
、
彼
が
下
宿
先
で
高
校
時
代
以
来
、
再
び
ギ
タ
ー
を
演
奏
し
始
め
た
時
点
に
お

い
て
既
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
て
、
〈
直
子
〉
へ
届
け
る
は
ず
だ
っ
た
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』

が
〈
緑
〉
と
呼
応
し
た
こ
と
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
に
、
〈
直
子
〉
の
死
に
対
す
る
罪

の
意
識
を
も
た
ら
し
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
罪
を
贖
う

か
の
よ
う
に
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
〈
直
子
〉
の
葬
式
に
お
い
て
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・

ザ
・
ル
ー
フ
』
を
演
奏
す
る
。
い
わ
ば
、
〈
直
子
〉
へ
の
鎮
魂
歌
と
し
て
捧
げ
ら
れ
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（
30
）

（
29
）



 

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
実
の
と
こ
ろ
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
は
、
先

述
し
た
〈
緑
〉
と
の
屋
上
の
場
面
以
外
に
、
〈
直
子
〉
を
想
起
さ
せ
る
屋
上
の
場
面

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
〈
緑
〉
と
出
会
う
前
、
〈
直
子
〉
が
自
分
の

誕
生
日
を
境
に
、
一
時
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
も
と
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
状
況
の

な
か
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
〈
突
撃
隊
〉
か
ら
も
ら
っ
た
螢
を
寮
の
屋
上
か
ら
夜
空
へ

放
つ
場
面
で
あ
る
。 

  
 

螢
が
消
え
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
も
、
そ
の
光
の
軌
跡
は
僕
の
中
に
長
く
留
ま

っ
て
い
た
。
目
を
閉
じ
た
ぶ
厚
い
闇
の
中
を
、
そ
の
さ
さ
や
か
な
淡
い
光
は
、
ま

る
で
行
き
場
を
失
っ
た
魂
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
さ
ま
よ
い
つ

づ
け
て
い
た
。 

 
 

僕
は
そ
ん
な
闇
の
中
に
何
度
も
手
を
の
ば
し
て
み
た
。
指
に
は
何
も
触
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
小
さ
な
光
派
い
つ
も
僕
の
指
の
ほ
ん
の
少
し
先
に
あ
っ
た
。 

《
上
・
第
三
章
・
八
六
頁
》 

  

「
魂
」
に
喩
え
ら
れ
る
螢
の
淡
く
小
さ
な
光
は
〈
直
子
〉
を
暗
示
し
て
お
り
、
こ

こ
で
は
最
終
的
な
〈
直
子
〉
の
死
を
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
〈
直
子
〉

の
葬
式
で
『
ア
ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』
を
演
奏
し
た
際
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は

こ
の
時
の
屋
上
の
出
来
事
を
想
起
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
〈
直
子
〉
へ
の
罪
悪
感
が
強
い
の
で
あ
れ
ば
、
〈
緑
〉
と
呼
応
し
た
『
ア

ッ
プ
・
オ
ン
・
ザ
・
ル
ー
フ
』
を
演
奏
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

お
そ
ら
く
こ
こ
に
は
、
〈
直
子
〉
と
〈
緑
〉
を
め
ぐ
る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
深
い
混
乱

が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
「
あ
な
た
は
緑
さ
ん
を
選
び
、
直
子
は
死
ぬ
こ
と
を
選
ん

だ
の
よ
。
あ
な
た
も
う
大
人
な
ん
だ
か
ら
、
自
分
の
選
ん
だ
も
の
に
は
き
ち
ん
と
責

任
を
持
た
な
く
ち
ゃ
。
」
と
諭
す
〈
レ
イ
コ
〉
に
対
す
る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
、
「
結

局
最
後
の
最
後
で
彼
女
（
〈
直
子
〉
―
―
引
用
者
注
）
を
放
り
出
し
ち
ゃ
っ
た
。
こ

れ
は
誰
の
せ
い
、
、
だ
と
か
誰
の
せ
い
、
、
じ
ゃ
な
い
と
か
い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

僕
自
身
の
問
題
な
ん
で
す
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
〈
直
子
〉

の
死
後
も
彼
女
に
執
心
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
〈
緑
〉
と
も
う
ま
く
関
係
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
、
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
の
〈
傷
つ
け
や
す
さ
〉
が

（
３
１
）

、

〈
直
子
〉
だ
け
で
は
な
く
、
〈
緑
〉
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

（
３
２
）

と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
〈
直
子
〉
か
〈
緑
〉
か
。
こ
の
二
人
の
女
性
に
対
す
る
〈
ワ
タ

ナ
ベ
〉
の
混
乱
は
、
こ
う
し
て
物
語
冒
頭
の
、
三
七
歳
の
語
り
手
た
る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉

の
激
し
い
混
乱
へ
と
重
ね
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

  
 
 

お
わ
り
に 

  

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、
登
場
人
物
た
ち
が
音
楽
を
聴
く
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
自
身
で
演
奏
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か

で
も
、
主
人
公
の
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
が
物
語
終
盤
に
お
い
て
音
楽
を
奏
で
始
め
た
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。 

 
村
上
文
学
に
お
け
る
主
人
公
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
「
内
向
的
」
、
「
受
動
的
」
と

い
っ
た
言
葉
で
捉
え
ら
れ
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
に
つ
い
て
も
、

「
彼
は
常
に
作
中
に
登
場
す
る
、
何
ら
か
の
形
で
「
精
神
」
を
病
ん
だ
人
々
の
「
聞

き
手
」
と
し
て
の
み
登
場
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
」

（
３
３
）

、
「
突
撃
隊
、
直
子
、
永
沢
さ
ん
、

ハ
ツ
ミ
さ
ん
、
緑
、
レ
イ
コ
さ
ん
、
彼
ら
の
い
ず
れ
も
が
ワ
タ
ナ
ベ
君
に
対
し
て
「
聞

き
手
」
の
役
割
（
つ
ま
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）
を
要
求
し
て
い
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の
死
後
も
彼
女
に
執
心
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
後

〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
〈
緑
〉
と
も
う
ま
く
関
係
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

は

（
31
）

（
32
）

（
33
）



 

る
。
」

（
３
４
）

と
い
っ
た
受
動
的
な
役
割
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
音
楽
を
演
奏
す

る
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
「
聞
き
手
」
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
「
演
じ
手
」
と
し
て

も
他
者
と
関
わ
り
合
い
、
こ
の
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
物
語
を
奏
で
る
一
演
者
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

で
は
、
登
場
人
物
た
ち
自
身
が
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

 

音
楽
が
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
る
「
聴
く
」
と
い
う
行
為
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
学

者
ミ
ケ
ル
・
デ
ュ
フ
レ
ン
ヌ
の
定
義
に
従
え
ば
「
音
を
出
す
も
の
を
内
在
化
す
る
こ

と
」

（
３
５
）

で
あ
る
。
そ
し
て
、
音
楽
を
奏
で
る
と
い
う
行
為
が
、
い
わ
ば
感
情
表
現
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
音
楽
と
は
奏
で
る
者
の
内

面
性
の
発
露
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
聴
く
者
は
、
奏
で
る
者
の
内
面
を
内
在
化
す
る

契
機
を
も
ち
得
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
音
楽
を
演
奏
す
る
／
聴
く
と
い
う

行
為
は
、
他
者
と
の
共
鳴
を
志
向
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
す
る
な

ら
ば
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お
い
て
登
場
人
物
た
ち
自
身
が
演
奏
す
る
音
楽
、

そ
し
て
音
楽
を
奏
で
る
と
い
う
こ
と
は
、「
外
部
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
う
な
が

す
」
（
前
掲
太
田
）
も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
有
り
様
の
一
形
態
と
し

て
、
ま
さ
に
他
者
と
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
機
能

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、
か
つ
て
愛
し
、
手
に
入
れ
た
い
と
渇
望
し
な
が
ら
も

死
の
世
界
へ
旅
立
っ
て
い
っ
た
人
々
へ
の
愛
惜
／
哀
惜
の
念
を
、
音
楽
に
仮
託
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
。 

  

注 

（
１
）
村
上
春
樹
「
小
説
家
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は
個
別
の
意
見
で
は
な
く
、
そ
の
意
見 

 
 
 

が
し
っ
か
り
拠
っ
て
立
つ
こ
と
の
で
き
る
、
個
人
的
作
話
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
」（
『
夢

を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す 

村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集

19
97-

2
00
9

』
文
芸
春
秋
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
三
九
〇
頁
。
初
出
は
『T

H
E 

BE
LIE

VER  

B
OOK

 WR
ITE

RS 
TAL

KIN
G T

O W
RIT

ERS

』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
） 

（
２
）
太
田
鈴
子
「
村
上
春
樹
作
品
に
お
け
る
音
楽
―
『
風
の
歌
を
聴
け
』
か
ら
『
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
ま
で
―
」
（
『
学
苑
』
第
865
号
、
二
〇
一
二
年
二
月
）
三
七
頁
。 

（
３
）
栗
原
裕
一
郎
・
大
谷
能
生
・
鈴
木
淳
史
・
大
和
田
俊
之
・
藤
井
勉
『
村
上
春
樹
を
音
楽

で
読
み
解
く
』
大
谷
能
生
「
第
1
章 

村
上
春
樹
と
「
ジ
ャ
ズ
」
」
（
日
本
文
芸
社
、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
三
三
頁
。 

（
４
）
注
３
、
五
六
頁
。
鈴
木
淳
史
「
第
2
章 

村
上
春
樹
と
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
」 

（
５
）
今
井
清
人
「
村
上
春
樹
の
音
楽
―
鼠
三
部
作
を
中
心
に
」
（
『
専
修
総
合
科
学
研
究
』

第20

号
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
二
八
頁
。 

（
６
）
今
井
清
人
「
村
上
春
樹
の
音
楽
Ⅱ
―
『
世
界
の
終
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
』
と
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
を
中
心
に
」
（
『
専
修
総
合
科
学
研
究
』
第
21

号
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）
六
頁
。 

（
７
）
注
６
。 

（
８
）
佐
久
間
由
梨
「
村
上
春
樹
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
文
化
と
ジ
ャ
ズ
―
―
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

と
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
に
お
け
る
ジ
ョ
ン
・
コ
ル
ト
レ
ー
ン
表
象
か
ら
」
（
『
専
修
大

学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
』
第293

号
、
二
〇
一
八
年
五
月
） 

（
９
）
『
み
み
ず
く
は
黄
昏
に
飛
び
た
つ 

川
上
未
映
子
訊
く
／
村
上
春
樹
語
る
』
「
第
一
章 

優
れ
た
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
は
、
一
番
大
事
な
音
を
叩
か
な
い
」
（
新
潮
社
、
二
〇

一
七
年
四
月
、
四
八
頁
。
初
出
は
『M

ON
KEY

』Vol
.7

、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
に
お

い
て
川
上
は
、
「
そ
う
い
え
ば
村
上
さ
ん
の
小
説
に
、
男
性
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
登

場
人
物
っ
て
あ
ま
り
い
な
い
で
す
よ
ね
。
ぱ
っ
と
思
い
つ
く
の
は
「
ト
ニ
ー
滝
谷
」
の

滝
谷
省
三
郎
く
ら
い
？ 

女
性
で
は
、
わ
り
に
い
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
け
ど
。
彼
女

た
ち
に
お
い
て
は
、
何
と
い
う
か
、
あ
る
種
の
喪
失
感
と
音
楽
が
、
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
よ
ね
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
１０
）
注
１
、
三
八
八
頁
。 

（
１１
）
「
村
上
春
樹
ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
」
（
聞
き
手
・
加
賀
山
弘
、
『par

 AV
ION

』

V
ol.

1

、
一
九
八
八
年
四
月
）
二
四
頁
。
な
お
、
田
中
励
儀
氏
は
、
こ
の
二
曲
に
関
す
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20

293
号
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

（
34
）

（
35
）



 

る
村
上
の
発
言
を
も
と
に
、
「
「EL

EANO
R RI

GBY

」
に
「Th

e lo
nel

y pe
opl

e

」
（
孤

独
な
人
々
）
が
リ
フ
レ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
し
て
「NOW

HER MAN

」
に
ま
さ

に
「
行
き
場
の
な
い
男
」
が
歌
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
作
で
は
、
深
い
孤
独
と
喪
失

感
を
抱
え
て
彷
徨
す
る
男
の
物
語
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
春
樹
文
学
の
根

幹
に
関
わ
る
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
―

―
現
実
世
界
と
他
界
と
の
間
で
」
『
國
文
學 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
九
五
年
三

月
、
八
一
頁
）
。 

（
１２
）
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
、
手
紙
が
多
く
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
物

語
の
後
半
、
〈
直
子
〉
と
〈
緑
〉
に
対
し
て
し
き
り
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
〈
ワ
タ
ナ

ベ
〉
の
姿
か
ら
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「A

ll 
My 

Lov
ing

」
が
想
起
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

（
１３
）
『
新
編 

世
界
音
楽
全
集 

器
楽
編
20 

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー 

ピ
ア
ノ
曲
集
Ⅰ
』
（
音

楽
之
友
社
、
一
九
九
〇
年
二
月
）
、
『
作
曲
家
別
名
曲
解
説
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
⑩ 

ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
』
（
音
楽
之
友
社
、
一
九
九
三
年
六
月
）
、
栗
原
裕
一
郎
・
大
谷
能
生
・
鈴

木
淳
史
・
大
和
田
俊
之
・
藤
井
勉
『
村
上
春
樹
の
100
曲
』
（
立
東
社
、
二
〇
一
八
年

六
月
）
等
参
照
。 

（
１４
）
Ｖ
・
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
『
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
＊
生
と
死
の
音
楽
』
「
1 

衰
退
」

（
船
山
隆
・
松
橋
麻
利
訳
、
青
土
社
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
）
一
八
頁
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ

ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
音
楽
の
特
徴
を
「
屈

地

性

ジ
ェ
オ
ト
ロ
ピ
ス
ム

」
と
い
う
言
葉
で
表
現

し
、
「
彼
の
楽
句
は
、
調
組
織
と
い
う
引
力
に
従
わ
ず
に
下
降
し
て
い
く
の
だ
」
、
そ

の
下
降
線
は
「
無
限
の
彼
方
に
あ
る
地
点
、
絶
対
下
よ
り
も
っ
と
低
く
、
非
在
す
ら
も

越
え
て
し
ま
う
地
点
を
目
ざ
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
下

降
意
識
は
、
井
戸
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
に
代
表
さ
れ
る
村
上
の
地
下
意
識
と
相
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

（
１５
）
『
イ
メ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
「r

ai
n
 

雨
」
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
四
年
三

月
）
五
一
六
頁
。 

（
１６
）
『
「
ひ
と
つ
、
村
上
さ
ん
で
や
っ
て
み
る
か
」
と
世
間
の
人
々
が
村
上
春
樹
に
と
り

あ
え
ず
ぶ
っ
つ
け
る
490
の
質
問
に
果
た
し
て
村
上
さ
ん
は
ち
ゃ
ん
と
答
え
ら
れ
る
の

か
？
』
「
質
問
43 

雨
の
中
の
庭
」
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
）
四
二

頁
。 

（
１７
）
『
新
音
楽
辞
典 

楽
語
』
「
フ
ー
ガ
」
（
音
楽
之
友
社
、
一
九
七
七
年
三
月
）
四
九
四

頁
。 

（
１８
）
酒
井
英
行
「
村
上
春
樹
・
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論
（
Ⅱ
）
」
（
『
人
文
論
集
』
54

号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）
四
七
頁
。 

（
１９
）
村
上
春
樹
「
自
作
を
語
る 

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
挑
戦
」
（
『
村

上
春
樹
全
作
品19

79-
198

8

⑥ 

ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
講
談
社
、
一
九
九
一
年
三
月
）

一
〇
頁
。 

（
２０
）
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
『
生
の
も
の
と
火
を
通
し
た
も
の
』
「
序
曲
」
（
早
水
洋
太

郎
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
二
年
四
月
）
四
一
頁
。 

（
２１
）
「
類
似
関
係
」
と
は
、
た
と
え
ば
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
総
譜
を
理
解
す
る
た
め
に
は
「
一

段
一
段
で
は
な
く
、
頁
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、
神
話
も
ま
た
「
段

を
重
ね
て
書
い
て
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
総
譜
の
よ
う
に
」
扱
う
こ
と
で
、
「
そ
れ
を

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
理
解
」
で
き
る
と
い
う
、
ど
ち
ら
も
「
〝
で
き
ご
と
の
束

〟
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
す
。
「
隣
接
関
係
」
と
は
、
一
七
世
紀
に

「
神
話
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
た
「
物
語
」
に
代
わ
る
最
初
の
「
小
説
」
が

登
場
し
た
」
際
に
、
「
長
ら
く
神
話
が
は
た
し
て
き
た
機
能
」
を
、
「
十
七
世
紀
は
じ

め
の
フ
レ
ス
コ
バ
ル
デ
ィ
や
十
八
世
紀
は
じ
め
の
バ
ッ
ハ
と
と
も
に
西
欧
文
明
に
現

わ
れ
た
音
楽
、
十
八
・
十
九
世
紀
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ワ
グ
ナ
ー
」

の
音
楽
が
引
き
継
い
だ
こ
と
を
指
す
。（
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
『
神
話
と
意
味
』「
第

五
講 

神
話
と
音
楽
」
大
橋
保
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
六
年
一
二
月
） 

（
２２
）
注
21
、
六
九
頁
。
「
音
楽
に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
定
の
形
式
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
も
、
音
楽
が
そ
れ
ら
の
形
式
を
作
り
出
し
た
と
き
、
神
話
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
す
で

に
存
在
し
て
い
た
構
造
を
再
発
見
し
た
だ
け
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
似
て
い
る

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
バ
ッ
ハ
の
時
代
に
形
を
と
と
の
え
た
フ
ー
ガ
形
式
は
、
あ
る
種

の
神
話
、
つ
ま
り
二
人
の
人
物
な
い
し
二
群
の
人
物
が
登
場
す
る
よ
う
な
神
話
の
進

み
方
に
驚
く
ほ
ど
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
す
。
」 

（
２３
）
加
藤
弘
一
氏
は
、
「
異
象
の
森
を
歩
く
―
―
村
上
春
樹
論
」
（
「
群
像
」
、
一
九
八
九

年
一
一
月
、
一
九
五
頁
）
に
お
い
て
、
「
こ
の
作
品
は
禁
忌
を
犯
し
た
た
め
に
最
愛
の

女
を
う
し
な
う
と
い
う
「
犯
禁
―
離
別
」
の
プ
ロ
ッ
ト
を
骨
子
と
し
て
お
り
、（
中
略
）

夕
鶴
や
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
系
統
の
物
語
と
見
た
方
が
い
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
２４
）
『
世
界
神
話
伝
説
事
典
』
「
オ
ル
ペ
ウ
ス
」
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
五
六

六
頁
。 

（
２５
）
栗
原
裕
一
郎
・
大
谷
能
生
・
鈴
木
淳
史
・
大
和
田
俊
之
・
藤
井
勉
『
村
上
春
樹
の
100
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曲
』
（
立
東
社
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
一
四
六
頁
。 

（
２６
）
歌
詞
の
引
用
は
、
Ｃ
Ｄ
「T

HE 
D
RI

FTE
RS 

U
P 

ON 
THE

 
RO
OF 

T
HE 

B
EST 

OF 
T
HE 

D
RIF

TER
S

」
（
ワ
ー
ナ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
よ
る
。 

（
２７
）
小
西
慶
太
『
「
村
上
春
樹
」
を
聴
く
。
ム
ラ
カ
ミ
ワ
ー
ル
ド
の
旋
律
』
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ

ィ
ア
ハ
ウ
ス
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）
一
一
九
頁
。 

（
２８
）
酒
井
氏
は
、
前
掲
論
文
（
注
18
）
の
な
か
で
、
水
仙
の
花
と
『
七
つ
の
水
仙
』
に
注

目
し
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
と
〈
緑
〉
が
呼
応
し
合
う
様
相
を
論
じ
て
い
る
が
、
『
何
も
な
い
』

と
い
う
唄
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
２９
）
三
井
徹
『
戦
後
洋
楽
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
史194

5-1
975

 

資
料
が
語
る
受
容
熱
』
「
第
五
章 

一
九
六
〇
年
代
後
半
」
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八
年
六
月
）
参
照
。 

（
３０
）
中
村
と
う
よ
う
『
フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
の
す
べ
て
』
「
Ⅰ 

フ
ォ
ー
ク
・
ソ
ン
グ
と

は
な
に
か
？
」
（
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
六
年
八
月
）
三
〇
頁
。 

（
３１
）
中
村
三
春
氏
は
、
〈
直
子
〉
が
「
〈
傷
つ
け
ら
れ
や
す
さ
〉
（val

ner
abi

lit
y

＝
脆

弱
性
・
攻
撃
誘
発
性
）
を
帯
び
て
い
る
」
の
に
対
し
、
「
ワ
タ
ナ
ベ
は
〈
傷
つ
け
や
す

さ
〉
を
身
に
負
っ
て
」
い
る
こ
と
か
ら
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
は
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
領
域
を
舞
台
と
し
た
、
ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
の
物
語
な
の
で
あ
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
。
（
「
〈
傷
つ
き
や
す
さ
〉
の
変
奏
―
―
村
上
春
樹
の
短
編
小
説
に
お
け
る

ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
」
『
層
―
―
映
像
と
表
現
』Vol

.4
、
二
〇
一
一
年
三
月
） 

（
３２
）
〈
ワ
タ
ナ
ベ
〉
は
、
退
寮
し
引
っ
越
し
た
際
、
三
週
間
ほ
ど
〈
緑
〉
と
連
絡
を
と
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
彼
女
を
傷
つ
け
、
仲
直
り
し
た
直
後
も
、
〈
直
子
〉
の
こ
と
ば
か
り
頭

に
あ
り
、
再
び
〈
緑
〉
を
傷
つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
再
度
仲
直
り
を
し
た
後
、
雨
の

屋
上
の
場
面
で
〈
緑
〉
か
ら
、
「
で
も
私
を
と
る
と
き
は
私
だ
け
を
と
っ
て
ね
。
」
、

「
傷
つ
け
る
こ
と
だ
け
は
や
め
て
ね
」
と
お
願
い
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
後
〈
直
子
〉

が
自
殺
す
る
と
、
〈
緑
〉
に
事
情
を
話
さ
ず
一
ヵ
月
旅
に
出
か
け
て
し
ま
い
、
〈
緑
〉

を
再
三
傷
つ
け
て
い
る
。 

（
３３
）
セ
シ
ル
・
モ
レ
ル
「
村
上
春
樹
の
小
説
世
界 

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
リ
ア
リ
ズ

ム
」
（
『
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
03
』
ま
ん
ぼ
う
社
、
一
九
九
九
年
八
月
、
一
八

五
頁
。
初
出
は
『
世
界
文
学
』
一
九
九
七
年
六
月
） 

（
３４
）
桜
井
哲
夫
「
閉
ざ
さ
れ
た
殻
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
し
て
…
…
―
―
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

と
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
構
造
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
」
一
九
八
九
年
六
月
）
一
八
五
頁
。 

（
３５
）
ミ
ケ
ル
・
デ
ュ
フ
レ
ン
ヌ
『
眼
と
耳
―
―
見
え
る
も
の
と
聞
こ
え
る
も
の
の
現
象
学
』

「
聞
こ
え
る
も
の
」
（
棧
優
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
八
月
）
一
一
一
頁
。 

 

付
記 

テ
キ
ス
ト
は
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
（
上
・
下
、
講
談
社
、
一
九
八
五
年
九
月
一

〇
日
）
を
使
用
し
た
。 

 

な
お
、
本
稿
は
第
七
回
村
上
春
樹
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
七
日 

於
・

淡
江
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
音
楽
を
奏
で
る
者
た
ち
―
―
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
お

け
る
「
共
鳴
」
―
―
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
皆
さ
ま

に
、
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。 

 

 
 
 
 

    
 

(

あ
べ 

し
ょ
う
た
、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
在
学) 

− 12 −

村上春樹『ノルウェイの森』論

− 13 −

か
っ
た
こ
と
で
彼
女
を
傷
つ
け
、
仲
直
り
し
た
直
後
も
、
〈
直
子
〉
の
こ
と
ば
か
り
を

考
え
、
再
び
〈
緑
〉
を
傷
つ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
再
度
仲
直
り
を
し
た
後
、
雨
の


